
日 曜日 管理ＩＤ ジャケット名 アーティスト ひとこと

☆ 1 月 4123 ウェイヴ アントニオ・カルロス・ジョビン ボサノヴァの名盤でジョビンの最高傑作。

☆ 2 火 1971 ファンキー・スタッフ 稲垣次郎とソウル・メディア
♪「ジェントル・ウェイヴ」収録　
タイトル曲はクール＆ザ・ギャングの名曲をカヴァー。

☆ 4 木 3676 ライヴ！ 菅野　邦彦
♪「ウェイヴ」収録　
73年の九州ツアーのライヴ盤。

5 金 11711
72年8月2日、カリフォルニアサンタモニカで開催されたジャズフェスティ
バルの実況録音盤。

6 土 4186 ヒズ・マジェスティ・キング・ファンク グラント・グリーン 《記念日》1935年6月6日生

☆ 7 日 4563 ヒート・ウェイヴ アーマッド・ジャマル
マイルス・デイヴィスに影響を与えたジャズ・ピアニスト。スタンダードな
曲を並べた一枚。

☆ 8 月 8277 シャイニング・ウェイヴ アンリ菅野
「イパネマの娘」やジェイムス･テイラー「 ドント・レット・ミー・ビー・ロン
リー・トゥナイト」やポール･マッカートニー「マイ・ラヴ」カヴァー収録。

9 火 HR2323
《ロックの日》 
27歳の若さで夭逝したロックシンガー。 魂の叫びが詰まった作品。

11 木 5843 マイ・フェア・レディ シェリー・マン 《記念日》1920年6月11日生

☆ 12 金 9907 ゲット・マイ・ウェイヴ 宮崎　正子 デビュー・アルバム。クロスオーバー・サウンドが炸裂する名盤。

☆ 2308 ニュー・ウェイヴ ディジー・ガレスピー ボサノヴァやサンバをガレスピーのトランペットで聴ける一枚。

🔰 14 日 HC665 オール・フォー・ユー ダイアナ・クラーク
当時、全米ジャズ・アルバム・チャートの1位。大ヒットを記録したナット・
キング・コール・トリビュート作品。

15 月 11263 プレイズ・ミスティ エロール・ガーナー 《記念日》1921年6月15日生

☆ 16 火 1748 ガール・トーク 岡崎　広志
♪「ウェイヴ」収録
八木正生、日野元彦らが参加洒落たスタンダード中心の傑作。

18 木 9062 バード・コール ヴァイ・レッド
チャーリー・パーカーを敬愛する伝説の黒人女性ミュージシャン。名手
たちと共に残した貴重なリーダー作。

☆ 19 金 9897 ジャスト・ファイン 中本　マリ
♪「ウェイヴ」収録
最高のジャズスタンダード集。

20 土 5392 キャリベ
ラテン・ジャズ・クインテット
＆エリック・ドルフィー

《記念日》1928年6月20日生

☆ 21 日 2003 バーニング・ウェイヴ 本多　俊之
クロスオーバーのグループ「シーウィンド」をバックに、フュージョン・サウ
ンド全開の78年のデビュー・アルバム。

☆ 22 月 4102 スリー・ウェイヴズ スティーヴ・キューン・トリオ
コルトレーン・カルテットの初代ピアニスト。 ピアノ・トリオ作品で、彼の
代表作。

23 火 HR1412 バック・トゥ・ザ・ブルース ダイナ・ワシントン 感動的な名唱が並ぶ。ダイナ自身、原点回帰した晩年の傑作。

☆ 25 木 1959 スキップ・ステップ・コルゲン 鈴木　宏昌
♪「ジェントル・ウェイヴ」収録　
アコースティックとエレクトロニックの良さ、二面を重視した作品。

26 金 5311 エターナル・ナウ ドン・チェリー
1973年のストックホルムでの伝説的公演を収録した作品。スタンダード
な楽器はピアノだけ。他はアフリカ、チベットなどの民族楽器。

🔰 9927
名曲♪「ワン・オクロック・ジャンプ」等が聴けるベイシー楽団の貴重なラ
イヴ盤。

☆ 28 日 9875 ヨシコ・ミーツ・レイ・ブラウン 後藤　芳子，レイ・ブラウン
♪「ウェイヴ」収録
アメリカ滞在中にレイ・ブラウン、ジョー・パスらと録音した作品。

☆ 29 月 3712 リバース・サイクル エムトゥーメ
♪「サウンド・ウェイヴ」収録
パーカッション奏者。1977年に残したスピリチュアル作品。

30 火 8199 ロックス，ペブルス&サンド スタンリー・クラーク 《記念日》1951年6月30日生 

◆ コンサートの内容は、変更になる場合がございます。何とぞご了承ください。

カウント・ベイシー・アット・ニューポート

2026年6月のレコードコンサート

☆…今月のテーマ〖wave〗

🔰…ジャズ・ビギナーにおすすめ

27 土
19:00～ ブルー・ウェーブ・ジャズ・フォーラム・レコードコンサート

「内田修ジャズ・LPレコード・コレクション」 で伝説のジャズ・レーベル「スリー・ブラインド・マイス」を聴く／第20回：鈴木勲、森山浩二、金井英人

13 土
19:00～ ブルー・ウェーブ・ジャズ・フォーラム・レコードコンサート

「内田修ジャズ・LPレコード・コレクション」 で伝説のジャズ・レーベル「スリー・ブラインド・マイス」を聴く／第19回：中村誠一、後藤芳子、中本マリ

ジャズ・アット・ザ・サンタモニカ・シビック '72

ジャニス・ジョプリン・グレイテスト・ヒッツ


